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もうすぐクマの冬眠も終わります 

 冬の間冬眠していたクマも、そろそろ起き出

す頃です。また、人間も、山菜採りやハイキン

グなどで山に入る機会が増えてくる時期です。

このため、人間とクマが、山でばったり出

会ってしまう可能性が出てきます。 

こんな話をすると、「いやだ」「こわい」と思

う方も多いと思います。しかし、本当にクマ

は恐ろしい動物なのでしょうか？ 

ここでクイズです。本州にいるツキノワグマ

のおよその体重と身長は？ 

→①80kg、1.2m ②150kg、1.6m ③200kg、

2.0m 

ツキノワグマの好きな食べ物は？ 

→①木の実 ②植物の芽や葉 ③肉や魚 ④

アリなどの昆虫 ⑤畑の作物 

第 18 号 
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斉藤商店（よろずや）の前で。 

惣吉：おう。相変わらずさみーなや＊。 

寅次：鎮守んとこの梅は咲き始まったど。 

惣吉：そーけ。だきっと、朝がさーむくって起きらんねえや。 

寅次：クマみてーに、冬眠したらよかんべ。 

惣吉：ほだきっと＊＊、かあちゃんに「とっとと仕事いけ」っつって

怒られるわ。 

寅次：いやいやいや、おっかねーわな。 

惣吉：クマはいいわな。 

＊さみーなや：寒いですね  ＊＊ほだきっと：そうだけれども 

クマを知り己を知れば 
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ご意見、ご要望などお待ちしています。 

無断転写、複製、転送、公開、掲示、配布など大歓迎！ 

おのれ 
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本当のクマの姿とは 

 子供たちにクイズを出すと、ツキノワグマは③200kg、2.0m くらいあり、③肉や魚

を好んで食べると答える子が多くいました。イメージは、「巨大な猛獣」です。 

 実際のクマは①80kg、1.2m 程度で、大型犬を太らせたくらいの大きさです。食べ物

は①から⑤の全てを食べており、特に①木の実や②植物の芽や葉など、植物質のもの

を好みます。すすんで狩りをするわけでなく、静かに植物を食べて生活しています。

本来は臆病で、おとなしい動物なのです。 

クマに出会わないために～クマレクチャーの開催 

しかし、人間とばったり出会ってしまった場合は、自分の身を守るために、まれに

襲ってくることがあります。必要以上に恐れる必要はありませんが、クマに出会わ

ないために、人間の方が注意することが大切です。山に入るときは鈴などの

音の出るものを持っていく、なるべく複数で入山する、クマの餌となるゴミなどを放

置しない、といったことで、クマとの不幸な出会いを減らすことができます。 

県では主に小中学生を対象に、クマレクチャーを開催しています。本物のクマの

毛皮や足型、頭骨などを見ながら、クマの正しい姿を知り、人間の側が注意すべきこ

とを知るためのプログラムです。開催の希望がありましたら、最寄りの環境森林事務

所や森林管理事務所、もしくは自然環境課にご相談ください。 

ツキノワグマの姿

イメージ 実 際
一部イラスト提供：素材ダス http://sozaidas.com/


